
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
一
種
最
終
処

分
業
務
に
必
要
な
金
額
及
び
同
法
第
十
一
条
の
二
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
二
種
最
終
処
分
業
務
に

必
要
な
金
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
一
種
最
終
処
分
業

務
に
必
要
な
金
額
及
び
同
法
第
十
一
条
の
二
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
二
種
最
終
処
分
業
務
に
必
要
な
金
額

を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
三
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
一
条

令
和
四
年
に
お
け
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
一
条

第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
一
種
最
終
処
分

業
務
に
必
要
な
金
額
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す

る
。

第
一
条

令
和
三
年
に
お
け
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
一
条

第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
一
種
最
終
処
分

業
務
に
必
要
な
金
額
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す

る
。

原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構
の
名
称

単
位
数
量
当
た
り
の

第
一
種
最
終
処
分
業

務
に
必
要
な
金
額

原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構
の
名
称

単
位
数
量
当
た
り
の

第
一
種
最
終
処
分
業

務
に
必
要
な
金
額

原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構

残
存
物
を
固
型
化
し

た
物
又
は
法
第
二
条

第
五
項
第
四
号
に
掲

げ
る
残
存
す
る
物
を

固
型
化
し
た
物
一
個

当
た
り
一
億
四
千
二

百
三
十
四
万
三
千
円

原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構

残
存
物
を
固
型
化
し

た
物
又
は
法
第
二
条

第
五
項
第
四
号
に
掲

げ
る
残
存
す
る
物
を

固
型
化
し
た
物
一
個

当
た
り
一
億
二
千
九

百
十
万
八
千
円

第
二
条

令
和
四
年
に
お
け
る
法
第
十
一
条
の
二
第

三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
二
種
最
終
処
分
業

務
に
必
要
な
金
額
は
、次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
条

令
和
三
年
に
お
け
る
法
第
十
一
条
の
二
第

三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
二
種
最
終
処
分
業

務
に
必
要
な
金
額
は
、次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構
の
名
称

単
位
数
量
当
た
り
の

第
二
種
最
終
処
分
業

務
に
必
要
な
金
額

原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構
の
名
称

単
位
数
量
当
た
り
の

第
二
種
最
終
処
分
業

務
に
必
要
な
金
額

原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構

第
二
種
特
定
放
射
性

廃
棄
物
一
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
四
千
六

百
八
十
八
万
二
千
円

原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構

第
二
種
特
定
放
射
性

廃
棄
物
一
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
四
千
六

百
七
十
五
万
九
千
円

附
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こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
経
済

産
業
省
令
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
会
計
監
査
報
告
の
作
成
）

（
会
計
監
査
報
告
の
作
成
）

第
十
四
条

﹇
略
﹈

第
十
四
条

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

３

会
計
監
査
人
は
、
通
則
法
第
三
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
財
務
諸
表
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規

定
す
る
事
業
報
告
書
及
び
決
算
報
告
書
を
受
領
し

た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
会

計
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

会
計
監
査
人
は
、
通
則
法
第
三
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
財
務
諸
表
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規

定
す
る
事
業
報
告
書
及
び
決
算
報
告
書
を
受
領
し

た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
会

計
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
略
﹈

四

第
二
号
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
事
業
報
告

書
（
会
計
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。）の
内
容
と

通
則
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務

諸
表
、
事
業
報
告
書
（
会
計
に
関
す
る
部
分
に

限
る
。）及
び
決
算
報
告
書
の
内
容
又
は
会
計
監

査
人
が
監
査
の
過
程
で
得
た
知
識
と
の
間
の
重

要
な
相
違
等
に
つ
い
て
、
報
告
す
べ
き
事
項
の

有
無
及
び
報
告
す
べ
き
事
項
が
あ
る
と
き
は
そ

の
内
容

﹇
新
設
﹈

五
〜
七

﹇
略
﹈

四
〜
六

﹇
略
﹈

４

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」と
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、
会
計

監
査
人
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ

る
事
項
又
は
財
務
諸
表
の
内
容
の
う
ち
強
調
す
る

必
要
が
あ
る
事
項
と
す
る
。

４

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」と
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、
会
計

監
査
人
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ

る
事
項
又
は
財
務
諸
表
の
内
容
の
う
ち
強
調
す
る

必
要
が
あ
る
事
項
と
す
る
。

一

会
計
方
針
の
変
更

一

正
当
な
理
由
に
よ
る
会
計
方
針
の
変
更

二
・
三

﹇
略
﹈

二
・
三

﹇
略
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
〇
経
済
産
業
省
令
第
一
号

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十

一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
三
項
の
単
位
数

量
当
た
り
の
第
一
種
最
終
処
分
業
務
に
必
要
な
金
額
及
び
同
法
第
十
一
条
の
二
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
二
種

最
終
処
分
業
務
に
必
要
な
金
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一

〇
経
済
産
業
省
令
第
二
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一


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